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研 究 の 背 景

ア プ ロ ー チ

期待される結果

募 集 ⽅ 法

⾃然下の動物には様々な寄⽣⾍が⾒られます。意外に思われるかもしれませんが、⽣態系
内における寄⽣⾍の多様性やバイオマスは⽬に付きやすい動物よりもはるかに多く、既知種
の4割が何らかの寄⽣⽣活を有する種から成ると考えている研究者もいるほどです。
寄⽣⾍は宿主となる動物がいさえすれば地球上のどこからでも⾒つかります。しかし、あ
まりにも多様なため、問題となる種を除き研究が進んでおらず、どこにどんな種がいるのか
すらわかっていません。例えば⽇本には4600種以上の⿂類が⽣息しているのですが、寄⽣⾍
が調べられているのはそのうち1割程度で、残りの9割は⼿付かずのままです。

東京湾や相模湾で⽔揚げされる海産⿂類を対象に、
寄⽣⾍を検査していきます。得られた寄⽣⾍について
は、顕微鏡観察⽤の標本を作成し、分類学的な精査を
⾏います。これ以外にもDNA分析に基づくデータ
ベースを構築していきます(この作業のことを「DNA
バーコーディング」といいます)。
メインの作業は研究室内での解剖・分析です。標本
を確保したら、⽂献に基づいて、教員とともに種を同
定していきましょう。

u分類学の基礎(⽣物を定義し、名付けていくスキル)
を学ぶことができます。分類学が⽣物学全般を⽀
える重要なインフラであることも理解できます。

u図鑑をもっと⾯⽩く読めるようになります。
u新種を⾒つける可能性があります。特に、深海⿂
などは狙い⽬です。

u未利⽤⿂の寄⽣⾍を明らかにしておくことで、⾵
評被害防⽌など、⾷の安全安⼼にも貢献すること
ができます。

u海外の論⽂を読むので、英語の勉強にもなります。
難しい⾔葉はそんなにありません。

対象種によっては、100年以上前の⽂献を紐解いていく場合があります。歴史ミステリー
や探偵⼩説が好きな⼈はぜひ参加してみてください。真相に迫るワクワクやドキドキを⼿軽
に味わえます。あとはYahoo!ニュースでときどき新種発⾒が報告されていますよね。あの裏
側に興味のある⽅や、「我こそは明⽇の発⾒を！」と野望に燃える⽅も⼤歓迎です。熱意が
あればいくらでも未知の種を⾒つけることができます。
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